
【様式１】 

① 食育月間の取組 

 
提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 
北九州市 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 
ナオミ愛児園 

取 組 の 名 称 農林水産消費・安全局消費者行政・食育課の主催 
食育月間の実施 

実 施 時 期 
6 月 14 日 

取 組 内 容 に 該 当 す る 

食 育 ピ ク ト グ ラ ム 

（ 複 数 選 択 可 ） 

 

☑  ☐  ☑  ☑  ☐  ☐  

 

☐  ☐  ☐  ☐  ☐  ☐  

取 組 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ねらい☆ 
 普段食べている物がどのように自分の体に取り込まれているのか、興味を持つ。 
☆参加人数☆   3 歳児…18 名 4 歳児…18 名 5 歳児…18 名 
☆取組内容☆ 
 ・普段食べている身近な食材を中心に『3 色食品群』に分けました。 
 ・赤、黄、緑、それぞれがどのように働き、自分の体を作っていくのか、絵を使い 

分かりやすく伝えました。（バランスよく食べるのは何故か） 
 ・各クラスの数名の子どもに馴染みある食材がどの色に入るのか、前に出て考えて

もいました。 
 ・3 色食品群が、どのくらいの量を食べたらよいのか、手を使い紹介しました。 

（塩山式手ばかり参考） 
☆振り返り☆ 
 ・それぞれのクラスに 3 色食品群の掲示はされていますが、みんなで一斉に考え

て取組むことで、改めて興味を持ち、知ることができたと思いました。 
 
 
 
 
 
 

 





【様式１】 

① 食育月間の取組 

 
提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 
北九州市 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 
中原保育園  

取 組 の 名 称 
食品ロスなくそう 

実 施 時 期 
6 月 5 日、6 月 17 日～6 月 22 日、 

取組内容に該当する 

食 育 ピ ク ト グ ラ ム 

（ 複 数 選 択 可 ） 

 

☑  ☐  ☐  ☐  ☐  ☐  

 

☐  ☑  ☐  ☐  ☐  ☑  

取 組 内 容 

目的『食品ロスをなくそう』 
① 6 月 5 日 

対象 全クラス（100
名・保護者へ） 

② 6 月 28 日 
対象 ぞうぐみ（21 名） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①『食品ロス』を題材に食育だよりを全園児に配布しました。園だけでなく各家庭で

も一緒に食品ロスについて取り組みやすいポイントとして「必要な分だけ買う」

「食べきれる量を知る」「余った食材は別の料理に活用する」などをわかりやすく

伝えました。送迎時に保護者より各家庭でもそれぞれ配慮して下さっている事も

聞く事ができました。 
②6 月 17 日～6 月 22 日の 1 週間、毎日どれ位食べ残しがあるのか、残食を記録しま

した。子ども達に、残食の重さを体験してもらう為に、1 番残食の多かった日と 1
番少なかった日の重さを粘土 2 ㎏の塊と 400g の塊 2 種類を作り、実際に持っても

らいました。「おもたーい」などと感想を聞きながらその差を感じてもらいました。

「これが中原保育園のみんなの残している給食の重さです。」と説明をし、２㎏が

食べ物でどの位なのかをわかりやすい様にご飯を 20 杯用意して見せ「これと同じ

位の食べ物を毎日捨てている事になるんだよ」と伝え「もったいない」「まだ食べ

られるのに」と子ども達も、もったいない事、残食はしない方がいいという事に気

付いたようでした。その後、紙芝居「ありがとうごはんつぶマン」を見ると「好き

嫌いしない方がいい」と苦手な物でも少しずつ頑張ってみようという意識が芽生

えてきたようです。しかし「どうしても苦手な物がある時や、食べられそうにない

時はどうしたらいい？」と問いかけると、全部食べなくてはという意識が強かった

のですが「最初に食べれる分だけに減らしてもらったらいいね！そうすればピカ

ピカのお皿に近づくね！」と最後は一緒に考えることが出来ました。これからまた

給食を作る人、野菜やお米を作る人などへの感謝の気持ちが芽生えるように、絵本

や栽培活動などを通して働きかけをしていこうと思います。 
 



【様式１】 

① 食育月間の取組 

 
提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 
北九州市 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 
さかい川保育園 

取 組 の 名 称 
もぐもぐ教室（咀嚼） 

実 施 時 期 
Ｒ６年 ６月 ２４日（月） 

取組内容に該当する 

食 育 ピ ク ト グ ラ ム 

（ 複 数 選 択 可 ） 

 

☐  ☐  ☐  ☑  ☑  ☐  

 

☐  ☐  ☐  ☐  ☑  ☐  

取 組 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４～５歳（４８名）を対象にもぐもぐ教室を実施しました。 
よく噛んで食べることの効果やカラダのつくりを知ること、適切なひと口量や危

険な食べ物を知ること、ご飯を３０回噛んで食べる体験を通して咀嚼の大切さを実

感することをねらいとしました。 
 
《内容》 

 ・噛むことのメリット 
 ・体の中を見てみよう（小腸の長さなど） 
 ・この食事はどんなうんち？ 
 ・危険な食べ物 
 ・自分に合ったひと口量 
 ・食事マナー（姿勢・遊び食べをしない） 
 ・白米の向こう側を体験 
  （３０回噛んで食べるとどんな味？） 
 
 
 実施後は、姿勢を正して食べる姿や「沢山噛んで食べたらおいしかった」などの声

も聞かれ、子ども自身が感じたことを実践しているようでした。 
今後も継続的に咀嚼を促す声掛けを行い、よく噛む習慣を身につけていってほし

いと思います。 
 


